
教職員の懲戒処分について
１　概要
⑴　経緯
令和３年４月６日、府が新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、
府民等に対し、「４人以下でのマスク会食の徹底」等の要請をしている中、知事部局職員が５人以上での会食を行い、陽性者が複数発生したことが、判明した。
これを受け、令和３年４月７日、知事部局が府職員に対して５人以上の会食への参加について調査を実施したことから、同月１２日、府立学校においても、教職員を対象に調査を実施したところ、職員同士で５人以上の会食を行っていた者が４５３名いたことが判明した。
⑵　不適切な会食事案に係る処分
大阪府が府民・事業者等に対して「４人以下でのマスク会食の徹底」等
を要請している中、５人以上の会食を行った教職員について、以下の処分
を行った。【処分日：令和３年９月９日及び同月10日】
	処分内容
	処分者数
	処分者数の内訳（※）

	戒告
	２名
	府立高等学校・校長（５９歳）
府立支援学校・校長（５２歳）

	厳重注意
	３名
	教頭２名、事務長１名

	所属長注意
	４４８名
	教諭等４４０名、実習助手６名、主査２名

	合計
	４５３名
	　


　　※処分者の職階は会食当時。年齢は処分日時点。
２　今後の取組について
教職員一人ひとりが、大阪の教育を担う公務員としての責任を自覚し、公立学校に対する信頼を損なうことがないよう、服務に関する指導と綱紀保持の徹底を図り、不祥事防止に取り組んでいく。
２－２

